
 行船公園は江戸川区で2番目に開園した公園です。その敷

地は昭和8（1933）年7月、地元の田中源氏から公園用地とし

て当時の東京市に寄贈され、昭和11（1936）年10月、約1万坪

の内3025坪の部分だけがオープンしました。その後、昭和

25(1950)年に東京都から江戸川区に委譲されました。 

 田中源氏は明治9（1876）年宇喜田に生まれ、葛西村長、衆

議院議員などを歴任された方です。公園の西側には功績を

讃える顕彰碑や生誕100周年を記念した銅像があります。公

園の名前は田中源氏の屋号「行船」からとったそうです。 

 公園の北側には「平成庭園」があり、築山池泉回遊式庭園と

して平成元（1989）年に完成しています。庭園の中には大きな

池や昭和の俳人・石田波郷の句碑などがあり、中でも「源心

庵」は数寄屋造りの純日本建築で、浮見堂形式で建てられた

月見台が大きく池に張り出しており、ひときわ目を引きます。

池では大きな鯉が悠々と泳いでいて、それを眺めながらほとり

を散策すると梅の花が咲き、流れる水の音が聞こえ、心が和

みます。足を止めて源心庵の方を見ると建物の中で動く人影

が……こちらはお茶会や句会などに利用することができるそう

です。この日も建物に近づくにつれ話し声が聞こえてきて、羽

織袴の男性と色打掛を着た女性が数人で写真撮影をしてい

ました。ご結婚されたのかな？ポスターの撮影かな？などと考

えつつ平成庭園を後にしました。 

 これからはつつじ、紫陽花、花菖蒲などの花が咲き、新緑の

美しい季節がやってきます。庭園のあずまやで心安らぐひと

時を過ごされてはいかがでしょうか。次号では同公園内にある  

「自然動物園」をご紹介します。 
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江戸川区内のイベントやスポットを、スタッフ
が調査して身近な情報をお届けする、地域 
密着型のコーナーです。  

「哀愁」 （1940年 アメリカ） 

 ４月３０日（日） 14時開演（13時半開場） 

 場所 ： 篠崎文化プラザ 講義室 

 定員 ： 50名（当日受付、先着順） 

特集『                』 

 

P4  そのメロディに魅せられて♪ 

    『緑の町に舞い降りて』 

P4  スタッフのセレクション！  

       『ペーパーボーイ』 

参考図書 

住所 

◆平成庭園  築山池泉回遊式庭園 ◆源心庵  数寄屋造りの純日本建築 

江戸川区北葛西3丁目2番1号 

 

『むかしの江戸川区』 江戸川区郷土資料室編 K1-21 

『江戸川区政５０年史』 江戸川区区政情報室区史編纂室編 K1-21 

                             いずれも篠崎ほか所蔵 

1940年、第一次世界大戦下のロンドン。フランスへ赴任するため駅に向

かっていたローイ大佐。空襲のサイレンが鳴り、美しいダンサー・マイラと

駅の避難所へと向かう。2人は瞬く間に惹かれ合い、結婚の約束も交わ

すのだが……。 

いしだ はきょう 

たなか げん 

つきやまちせんかいゆうしき 

ぎょうせん 
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スタッフのセレクション! 

 この曲は、ユーミンこと松任谷由実が東北・岩手

を訪れたときの印象をモチーフにつくったといわ

れており、いわて花巻空港のイメージソングにもな

っています。爽やかな春の風を感じる軽快なイン

トロに続き、海を越えて飛んできた飛行機が、緑

輝く東北の地の山すそをかけおりる情景を表現し

た歌い出しが印象的です。この曲を聞くたびに、

緑あざやかな北国の街の風景に思いをはせ、す

がすがしい気分になれるのです。 

篠崎図書館で働くスタッフが選んだ 
おすすめ本を紹介します。 

『ペーパーボーイ』  

「緑の町に舞い降りて」（『悲しいほどお天気』収録） 

松任谷 由実 Ｋ1マ16803 篠崎ほか所蔵 

そのメロディに魅せられて♪ 

ヴィンス・ヴォーター著 岩波書店 Ｊ933ホ 篠崎ほか所蔵 

 1959年、アメリカ南部の町メンフィスで、主人公

の少年は6年生の夏休みの1ヶ月、友達の代わり

に新聞配達をすることとなった。 

 少年は、吃音障害があり人と話をするのが苦手

である。心の支えはメイドのマーム。そして、親友

のラットことアーサー。アーサーの代わりの新聞

配達でそれまで出会ったことのない人たちに会

い、悪いこともたくさん起きた。そして、いいことも。 

 アメリカでは新聞配達は玄関先に新聞を投げ、

毎週金曜日に集金をする。野球が好きな彼は新

聞を投げるのは得意だが、そこでもちょっとトラブ

ルが発生する。まして、集金で人と話さなければ

ならないのがこの上ない苦痛である。それでも頑

張ってやり遂げようとし、思いもよらない個性的な

人達と出会い、大人の世界へと一歩を踏み出す。 

 また、関わりあいたくない人とも出会ってしまい、

ある事件に巻き込まれる。そこには公民権運動

真っ只中という時代の人種差別問題が関係して

いた。 

 この作品はフィクションというより回想に近いと

著者は述べている。実際に吃音に悩んでいた自

身の作品なので、リアリティがある。私たちは自

分の思ったように相手が反応してくれないと怒っ

たり、子どもに対しては先回りして話してしまった

りするが、それで傷つく人がいるということに思い

を馳せなくてはいけないと改めて思う。 

最近、アクアリウムを始めました。水槽にいるウーパールーパーがすぐ水草を

抜いてしまうので、日々格闘しています。（風雲ふわふわ丸）／今年のガーデ

ニングはハーブティーが好きな時に飲めるようにが理想です。（ちゃしこ）／毎

年春になると「花でも植えようかな」と思うのですが、実行に移さぬまま数年経

ちます。（まゆげ） 

編集・発行： 江戸川区立篠崎図書館 
住所：〒133-0061   
  江戸川区篠崎町7-20-19 篠崎文化プラザ内   
  TEL：03-3670-9102 
[しのざき文化プラザHP]内篠崎図書館ページ 
http://www.shinozaki-bunkaplaza.com/library/ 

編集後記 


